
 
 

 

 

 

 

 

 

 

長い長い休みが明け、ようやく学校が始まりしま

した。令和 2年度のスタートです。しかし、油断し

てはいけません。「明日から休みになります」と言

われてもいいように、今まで以上に、授業や部活動、

友達付き合いなど一日一日を大切に、心を込めて

様々な活動に取り組んでください。 

普通、新年度は新任式から始まりますが、今日は

特別に始業式から始めてもらいました。新任式の前

に、皆さんにお話ししたいことがあったからです。

それは、今年から来られる、西田芽生先生のことで

す。西田先生は耳が聞こえません。いわゆる「障が

い者」です。左耳に人工内耳を付けていて、ロジャ

ーマイク（今、私が持っているペン型のマイク）を

通して、今は私の話を聞いています。近くで会話を

するときは、わずかに聞こえる音と口の動きを見な

がら会話の内容を理解しています。右耳の方から話

しかけられたり、後ろから話しかけられた言葉は聞

こえません。また、しゃべり方も特徴があり、皆さ

んにとっては聞き取りにくいかもしれません。 

「共生社会」という言葉があります。障がいによ

って差別されることなく、みんなが人格と個性を尊

重しながら生活していく社会のことです。西田先生

は耳が聞こえないという障がいをもっていますが、

それも 1つの個性であると理解して、上手にコミュ

ニケーションをとってください。 

神町中学校の校訓は「自由」「英知」「友愛」です。みんなが自由に生きるためには、世の中

が平和で誰もがお互いの自由を尊重できる社会でなければいけません。ですから、私たちは沖

縄に平和の大切さや、文化の多様性を学びに行きます。一方、毎日の学校生活の中では、自分

とは違う考え方があることに気づき受け入れる練習をしていかなければなり

ません。西田先生との出会いをきっかけに、自分たちと違う人を排除したり自

分たちよりも弱い立場にある人を馬鹿にしようとする弱い心をやっつけて欲

しいと思います。ちょっと難しい話になってしまいましたが、相手の意見をし

っかり聴いて理解する、どんな人をも仲間外れにしない、そして 1 日 1 日を

大切に生きていく、この 3つを頑張って欲しいということです。 
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新しく来られた先生方 

三宅 貴紀 先生（村山市教委より） 

小山 信也 先生（玉野中より） 

青木 孝彦 先生（大石田中より） 

石川 高大 先生（大石田中より） 

西田 芽生 先生（新規採用） 

冨樫みゆき 先生（尾花沢中より） 

今井 友美 先生（葉山中より） 

菅原 深雪 先生（東根一中より） 

尾形 敦美 先生（上山北中より） 

栗田 恭佳 先生（新規採用） 

 伊藤 明子 先生（玉野小より） 

 

 

 

離任なされた先生方 

笹原多美雄 先生（高崎小へ） 

福田 淳一 先生（陵東中へ） 

平塚  節 先生（楯岡中へ） 

松田 信幸 先生（福原中へ） 

井上 葉子 先生（東根二中へ） 

柏倉 幸市 先生（東根一中へ） 

佐藤裕美子 先生（萩野学園へ） 

後藤  唯 先生（尾花沢小へ） 

松浦 智美 先生（大森小へ） 


